
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 広域防災担当 

リアルタイムで防災情報を提供する 
「ため池防災情報配信システム」 

防災対策の優先順位決定や適切な避難判断・行動を支援
し、地域の防災・減災力の向上を図るために、自治体や地
域住民にリアルタイムに予測したため池の被災危険度や
氾濫解析結果等の防災情報を携帯メールやホームページ
を通して伝達することができるシステムを開発しました。 

 災害時にため池が決壊等を起こした場合は被害が
甚大となり、農業生産基盤のみならず人命にも大き
な被害を与える可能性があります。 

 このような被害を最小化するには、施設整備等の
ハード対策だけでなく、ため池にかかるハザード
マップ整備や予測される災害情報の提供等のソフト
対策も重要です。 

研究のポイント 

 

ため池の諸元データを管理します。 

地震時に被災の可能性の高いため池を検索します。 

豪雨時のため池の被災危険度を予測します。 

決壊した場合の氾濫エリアを簡易計算します。 

ため池の被災危険度と計算結果等をメールで自動配
信します。 

研究の背景 

システムの概要 

地震時 

雨量・地震情報の自動入力 各種の予測計算 防災情報を自動配信 

12万個の
ため池データ

危険予測・氾濫
解析プログラム

A ため池 危険度 

現在 ● 

1 時間後 ● 

2 時間後 ● 

3 時間後 ● 

4 時間後 ● 

5 時間後 ● 

6 時間後 ● 

 

From XXX@XXX
To △△△@△△△

地震が発生しました

（震度4）。

Bため池を確認して
下さい

豪雨時 

市町村 所在地 
ため池

名称 

危険度（●：危険度小、●：危険度中、●：危険度大） 

現在 １時間後 ２時間後 ３時間後 ４時間後 ５時間後 ６時間後 

T 市 T 市 X 町 A 池 ● ● ● ● ● ● ● 

T 市 T 市 Y町 B 池 ● ● ● ● ● ● ● 

T 市 T 市 Z 町 C 池 ● ● ● ● ● ● ● 

 

豪雨時のため池被災危険度の予測 

決壊時の氾濫エリア簡易解析 

危険度ため池リスト
（201X/10/19 02:30現在）

ため池の被災危険度をメール配信 

震度・限界震央距離によるため池の検索 

ため池防災情報配信システム 

レーダーアメダスを 
用いた被災危険度 
危険度小：表示なし 
危険度中： □ 
危険度大： □ 


